
令和２年度           学校教育目標    京都市立修学院中学校 

めざす学校像（最高目標）  

みんなの力で，修学院中学校を「世界でいちばん通いたい学校に！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校経営方針  「一人一人の生徒を大切にした信頼関係で結ばれた学校づくりに取り組む」 

                 ○ 生徒との時間と場所を共有した現場主義の徹底 

○ 教職員の主体的な研究・研修と情熱をもった取組の推進 

                 ○ 健やかな体の育成を目指した，心身の健全育成の推進 

                 ○ 保護者・地域の学校運営参画による信頼される開かれた学校 

                ○ あらゆる教育活動を通して活気のある学校 

 

生徒会活動 

      ○ 生徒会本部の活動を通して，生徒の自主的な活動，社会的な活動を育てる。 

     ○ 生徒会行事の企画運営を通して，主体的な生徒会活動を推進する。 

      ○ 各委員会の活動を通して，修学院中学校に誇りをもって行動できる生徒を育てる。 

 

最重点目標 

☆ 確かな学力の定着と伸長（「自ら学ぶ力」を高める）  

        ◯ 教科指導の充実を目指した，学習規律の確立 

       ◯ 家庭学習習慣の確立の継続的な指導 

       ◯ 進路保障 

   ☆ 規律ある生活習慣・ルールを守る態度の育成（「自ら律する力」を高める） 

☆ 道徳教育推進教師を核とした道徳教育の充実 

☆ 開かれた学校づくりと「学校運営協議会」活動の推進 

☆ 総合育成支援教育の充実 

   ☆ 小中一貫教育など校種間連携の一層の推進 

学校教育目標  「知・徳・体の調和のとれた生きる力の育成」  

「自他を大切にする心の育成」 

 

めざす生徒像  「一人一人が輝き自信にあふれた生徒」 

                   ○ 自分を大切にし，相手の立場を考えて言動できる生徒 

                   ○ ルールを守り，正しく判断し，行動できる生徒 

                   ○ 学習をはじめとして何事にも全力で取り組める生徒 

                   ○ 伝統と文化を受け継ぎ，次代と自らの未来を切り拓く生徒 

めざす教職員像 「教育者として自覚ある行動，責任ある行動をとる教職員」 

                   ○ 豊かな人権感覚をもち，生徒一人ひとりを徹底的に大切にする教職員 

                   ○ 教科指導力を高めるための研究・研修を進める教職員 

                   ○ 生徒に範を示せる行動をとる教職員 


